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１ 取組のタイトル，テーマ 

３学年総合的な学習の時間 ～大豆のひみつ～ 
４学年総合的な学習の時間 ～川前自然プロジェクト～ 

  ５学年総合的な学習の時間 ～地元の米作りに学ぶ～ 
 
２ 取組の紹介 
川前小学校では，総合的な学習の時間の中心的な柱を「地域」に設定しています。川前小学校を取り巻く「地域」の

貴重な人的・自然的資産を，低学年の生活科，中・高学年の総合的な学習の時間に活用し学習を進めています。 
３年生は「大豆のひみつ」，４年生は「川前自然プロジェクト」，５年生は「地元のコメ作りに学ぶ」をそれぞれの学

習テーマに設定し，自然や農業と人々の関わりを通して，豊かな自然や，地域の方々の思いに触れ，川前の地域をより
よくしていこうという気持ちを育みながら学習を進めています。 
３年生は，学校に隣接している地域の方から借り受けた畑で大豆の栽培をしています。地域のお年寄りと交流しなが

ら健康に良い食事について考え，健康食品の一つとしてみそづくり体験をします。大豆を育てる過程で土や水といった
自然環境の大切さや多くの手間が必要であることを学びました。 
４年生は，学区内にある里山をベースにした学習を進めました。里山の管理をする方々の高齢化により，里山の保全

が難しくなってきている現状を目の当たりにしました。そこで，子供たちは里山を存続させるために自分にできること
は何なのかを考えながら学習に取り組みました。 
 ５年生は，地域の方から借り受けた田んぼでの稲作に取り組みました。苗植え，稲刈り，脱穀作業などを体験しまし
た。脱穀作業では，昔の脱穀機械を使用しながらの実体験を通して，昔の人々の農作業の苦労を味わいました。協力い
ただいている地域の方々が，「地元で採れた農作物を地元の人々に食べてほしい。」という「地産地消」の願いも肌で感
じながら，川前のすばらしい自然環境を生かし，農業という産業を維持していく大切さを学びました。 
 
３ 取組の成果（児童生徒の変容） 
 子供たちは，川前地域の豊かな自然環境への関心を高めるとともに，環境を保全するためには自然を大事にするだけ
でなく，人々の自然に対する様々な働き掛けが必要であるということに気付くことができました。これらの学習を通し
て，自分たちの住む地域を取り囲む自然環境を守り続けていきたいという気持ちを高め，「SDGs」の「陸の豊かさも守
ろう」につながる学習となりました。 
 

３年生 みそづくり              ４年生 里山の学習 
 
 
 
 
 
 

                       

 

 

 

 

 

        ５年生 苗植え                ５年生 稲刈り 

 

 

 


